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開催日時： 2021年 5月 23日（日）10:00-12:30  

開催方法： オンライン会議システム（zoom） 

 

主  催： NPO 法人１万人井戸端会議  

共  催： 那覇市繁多川公民館 繁多川公民館利用団体連絡会 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO法人まちなか研究所わくわく 
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【報告】アフターコロナの繫多川公民館を考える地域円卓会議

 

■開催日時：2021 年 5 月 23日（日）10:00-12:30 

■開催方法：オンライン会議システム（zoom） 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：42 名（企業、行政、福祉・医療機関等） 

 

 

■主  催：NPO 法人１万人井戸端会議  

■共  催：那覇市繁多川公民館、繁多川公民館利用団体連絡会  

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄、 

NPO 法人まちなか研究所わくわく  

■問 合 せ：NPO 法人まちなか研究所わくわく

 

センターメンバー 

 

南 信乃介  

NPO 法人１万

人井戸端会議 

代表理事 

那覇市繫多川公

民館 館長 

 

 

續 洋子 

NPO 法人１万

人井戸端会議  

副代表・ 

事務局長 

 
金城 芳秀  

沖縄県立 

看護大学 

教授 

 
宮城 潤 

那覇市若狭公民 

館長 

 

比嘉 美矢子 

那覇市包括支援 

センター繁多川 

地域支援推進員 

 

具志 のぞみ 

繁多川 

すぐりむん 

 

久場 祐介 

那覇市 

教育委員会 

生涯学習課 

南 信乃介 氏  

（ NPO法人１万人井戸端会議 代表理事・那覇市繫多川公民館 館長） 

コロナ禍のような地域の危機にも対応できる 

繁多川公民館のあり方を住民と考える 

今回の地域円卓会議では、コロナ禍を体験し繁多川の地域にはどんなことが起こったのか、そして

地域はどのように対応し何ができて何ができなかったのかを確認しながら、繁多川公民館という拠点

の役割を皆様の声を聞きながら再定義することを目標としています。 

論点提供 
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➢ 地域円卓会議の動画記録 
・公開日：2021年 5月 27日（限定公開） 

・URL：https://youtu.be/0MdH1xJkhgU 

  

 

 

 

 

 

・公開日：2021年 5月 27日（限定公開） 

・URL：https://youtu.be/saOdCFkA2uk 

 

 

 

 

 

➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1） つながりが強いが小さくコミュニティは、同質性高く、居心地は良いが他者を受け入れにくい。そこに

公民館が関与し、コミュニティの価値を高め、場を開いていくことでちがうコミュニティ同士がつながり

やすくなる。ちゃんと評価し、顕在化し共有する、そこに公民館の役割がある 

2） 弱いつながりをつくっている、誘発している、知っていることを公民館の機能として再定義する。見え

にくかったところを自分や他者で評価し、那覇市と合意すると次のバージョン見えるのでは 

3） 公民館が社会教育施設としての位置づけを学ぶことで更新していく、今ないものを生み出していくは

み出し方を公民館スタッフも意識しないといけない。地域の方と日々向き合いながら、新しいものが

うまれ、うまれたものはだれかのきっかけになる可能性もあり重要 
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■参加者によるサブセッション 

コロナ禍のような地域の危機にも対応できる 

繁多川公民館のあり方を住民と考える 

（参加者記載の原文、発表内容を記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②…と記載） 

 

① ・繁多川の出身。区域として広いと考えて

いる。高齢者が多く、情報支援などのケア

が必要。今回のコロナ禍で学んだことを活

かす必要あり。特に人が集まれない時に弱

者に届け方を考えていくことが必要。IT の

利活用の鍵、しくみをつくる。困りごとを

キャッチする 

・南さんには授業で看護学生に繁多川の活

動を紹介している。毎回、レベルアップし

ている。学生には問題×問題＝すぐりむん

方式を身に着けるようになってほしい。出

来ない状態から出来ることを生み出す 

・繁多川自治会地域連携を図っている。人

と触れ合うとまどいがある。自治会として

何が正解かみえない状態にある。自治会の

加入率が低い。コロナ禍で行事が中止にな

っている。昨年の経験を活かしていく。ち

ょっと一歩でも。ICT の利活用 

・すぐりむん化がさらに進んでいくと良い 

・例えば行政とつながるときに、リーダー

がいれば、いい方向に進むことができるの

ではないか 

 

② ・自己管理専門の立場から 

➢ 心身のコントールを持っているコロ

ナでも影響は無い 

➢ 地域の関わりとしてリモートでどう

ように他の人と繋げていけるかが難

しい 

・繁多川公民館の活動は心配ない。今の活

動を継続していけば良い。（ネガティブ発言

がない、大きなことを語らないのが良い） 

・自分の地域に比べ、繁多川公民館の活動

は活発で羨ましい 

・お便り、電話、FAX、テレビ（デジタル

放送）での発信を続けて欲しい 

・コロナ禍での個人の取り組みとして 24

時間のスケジュール（例）を作って行動す

ると良い 

 

③ ・山形も感染者増。なぜ感染者が広がるか

勉強会開催。子どもから高齢者まで。ルー

ルの確認。公民館をという拠点を核として

生活支援機能集約。世帯当たり必要な方に

は 5 万円づつ。３自治会を一組で活動サポ

ート 5 万円ずつ。隣組単位、校区の役割で

の対策会議。7，8 割は地域活動の継続が可

能だった。住民自ら対策を考え実践、それ

をきらりは支援。伝えたい人に伝える、伝

わっているか 

・一斉休校時は大変だったが、経験も重ね

て一律休止や自粛だけではないだろう。行

政が全体でどうかと考えるが、地域に根差

した課題がある。公民館には役割がありそ

う。学び合いを 

・若狭地域一体で活動している。児童館も

利用制限あった。閉館中でも必要な子には

地域の子ども達の受け入れもあった。家で

の充実した遊びの提供をするため広報工

夫。母子家庭、父子家庭、中学生の居場所

も重要では。児童館は小学生までを優先し

た。公民館とも協力体制で 

・公民館、コロナ過での学び合いとは。住

民同士の話し合いがベースでは。協議と実

行。それが役割 

 

④ ・シェアマーケットキャラバン 
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・包括、福祉作業所、NPO ロービジョ

ン、児童館、老人福祉センター、公民館な

ど居場所を提供している方へ聞き取り作業

をしている。対象者でやっていること困っ

ていることは違う。知らないことが多い事

に気づいた。困ったことが繋がる機会にな

る。ジャンルを超えた繋がり。発信が必要 

・公民館は高齢者から若者まで集いやすい

場所。コロナの影響で老人センターが閉

館。公民館が中心。高齢者は億劫がる。高

齢者の交流を促す「スマホ講座」を予定。

勉強チャレンジ！ 

・LINE 含めた繋がりがもっと必要 

・課題の解決は「繋がり」。平時の繋がりが

大切 

・何もなくても利用、行くことができたら

いいな 

 

⑤ 繁多川公民館に期待すること 

・コミュニティのすごさを感じる。繫多川

公民館がとても大きな役割を持っている

が、学校は地域のコミュニティの核になる

はずなので、学校との関わりを、行事だけ

でなくつながっていけることを期待した

い。学校の力が弱い 

・ジュニアボランティアの子が少なくなっ

ている気がする。子ども達も地域に参加で

きるための仲介役を公民館が担えると思う 

・内地では、大人の世界と子どもの世界の

区切りがあると感じたが、沖縄は曖昧な感

じがする。うまく説明できないが、メリハ

リがある所が、沖縄にはない感じがした。

その様な価値観の気づきや学びも期待した

い 

・社会教育は新しい価値観を更新する。そ

れをぜひ地域に広げていくことを期待した

い。学校の先生も価値観が変わらない。そ

こを、公民館が価値観の更新に役立ってく

れたら。（教育委員会の問題はあるけど、そ

こまでいってほしいよね～！） 

 

⑥ ・コロナ禍においての繁多川地域の自治会

の対応 

➢ 自治会は高齢者が多く、対面での取り

組みが多いので、なかなか活動がしづ

らい 

→つながり方を考える必要があると感

じている 

→実際には、Facebook やライブ配信

などを取り組んだ 

➢ 対面での取り組みの必要性も感じてい

る  

・繁多川公民館は、他の公民館には見られ

ない取り組みをしている。全国の多くの公

民館が「コロナが終わるまで待っていよ

う」という待ちのような状態で、「もしコロ

ナにかかったらどうするの」という、自粛

ムードのなかで、公民館は不要不急である

という意識もあって、なかなか繁多川のよ

うな、前のめりの新しいことはなかなかで

きていない 

・大学に学生が来られない状況。オンライ

ンでの大人数の学びのメリットもあるが、

会って対面しての学びに価値を感じること

が多い 

・まだ繁多川公民館で取り組みが難しい 

 

⑦ 屋外でできること（例：グランドゴルフ）

以外で、何か取り組みできることはない

か？ 

➢ ペタンクはどうか 

・小さなつながり（地域の中の小さなコミ

ュニティー）を作っていくことっていい

な。 

➢ 屋内で難しいなら、屋外など、関わり

やすいコンテンツがあれば良い 
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・休館するだけでなく、新たな取り組みを

したことが、今後につながると思う 

・皆さんの声を聞いて実現させたのが良か

ったと思う 

・オンライン開催などチャレンジしている 

 

⑧ ・コロナ禍において、家から出られない子

供たち、親子。エネルギーがあっても、い

いところを伸ばしてあげる機会がない。一

方、親も子供を遊ばせる場所がなくて困っ

ている。親の人手はありそうなので、例え

ばオセロ大会や科学実験教室などを、公民

館が中心になってくれるとお手伝いできそ

う。むしろ、ビフォーコロナよりも発展で

きるのではないか 

・コロナ禍だからこそ、人とのつながりが

大切 

・地域の公民館とこいのぼりの掲揚式。室

内に集めるのが難しい。人が集まることが

難しい 

・誰とも一日話さない日があるとおっしゃ

る利用者さんがいる。できるだけいろんな

人に声をかけるようにした 

・小さなつながりを増やしていく 

・緊急事態宣言が出たとしても、感染対策

をしながら継続できる活動と、さらに手厚

く感染対策を手厚くして継続できる活動、

本当に中止しなければいけない活動を区別

していける時期に入ったのでは 

・消毒・体温測定の機会をきちんと設ける

など 

 

⑨ ・若狭と繁多川の違いが面白い。何をした

らいいか悩む、考える、共通しているだろ

う課題を共有できてよかった 

・デイサービスで子ども食堂。引きこもり

＞筋力が衰える、廃用。コミュニケーショ

ンの不足やリズムが狂うなどの問題を感じ

る 

・長期休館で来館減っている中で、活動し

ていることがすごい。北谷よりも活動して

いる印象。繁多川では学童が連携している 

・デイサービスで感染者は出ていない。緊

急事態宣言でも継続予定。自主的に休む人

は少ない。活動内容はカラオケは休止する

など変更している。生活リズムが整うだけ

でもメリットがある 

・大学では半分オンライン、半分授業。去

年入学したので、知り合いが少ない。ちょ

っとしたことで情報交換することができな

いのがつらい。公民館などの拠点で、学生

同士がつながることができたら嬉しい 

・公民館は休館になる可能性があるが、事

前に状況を想定して、もし休館してもでき

ることや継続したいことを共有している 
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アフターコロナの繫多川公民館を考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・開催日時：2021年 5月 23日（日）10:00-12:30 

・開催場所：オンライン会議システム（zoom） 

・着席者：9名（司会、記録者含む） 

・参加者：42名（アンケート回収 12 名、回収率 28％） 

１．どちらから？ 

 

 

２．所属 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.7（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

10 名 1 名 0 名 1 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（5．満足） 

• これからの公民館との共同事業のヒントに

なりそうです 

• コロナ渦でも地域と繋がるアイデアを知り

たかったので受講させてもらいました 

• 地域円卓会議に初めて参加した。地元繁多

川の話題でもあり興味があった 

• 繫多川公民館だけでなく、若狭公民館の活

動（一部かと思いますが）を知ることがで

きました。あちらこちらに小さなつながり

が発生する（仕掛ける）ことが重要だと思

いました！ありがとうございました 

• ステークホルダーがコロナ禍の中どういう

視点でどういった活動をされているのか知

れて、大変参考になった。緊急事態宣言下

の対応として、ZOOMのオープン形式にして

いただきありがとうございます 

• 学童や地域のすぐりむんの方々、公民館や

支援センターなどの繋がりや活動、抱えて

いる問題などが明確に知れたこと 

• 地域円卓会議の実際を見ることができただ

けでなく、繁多川の実際の取り組みやアイ

ディア、思いや姿勢からとても学ぶことが

できたし、自分の地域ごととしても考える

きっかけになり、参加してよかったと思っ

ています 

• 初めて円卓会議に参加をさせて頂き、どの

ような形で会議が進められていくのかなど

を学ぶことができ、とても有意義でした。

ありがとうございました。また、繫多川公

民館の取り組みや、様々な方のお話を聞く

那覇市
59%

浦添市
9%

石垣市
8%

北谷町
8%

宜野湾市
8%

沖縄県外
8%

企業
33%

行政
25%

福祉・医

療機関
17%

学生
17%

教育機関
8%

琉球大学

地域円卓

会議講座

の案内
50%

主催者から

の案内
25%

Facebook
25%
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ことができたこともとても勉強になりまし

た。ありがとうございます 

• 繫多川公民館の取り組み内容が良かった事

と、キャストの方々のお話された内容でも

学ぶ事が多かったからです 

• 地域づくりの参考になった、懐かしい皆さ

んに画面越しにお会いできた 

（4．概ね満足） 

• 繁多川公民館の役割について再認識できた

こと。内輪だけでなく、教育委員会など各

関係者がしっかり参加されていること 

（2．あまり満足してない） 

• オンライン講義と比べて進行に違和感があ

りました。参加の方の慣れの問題だと思い

ます 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

• 弱いつながり 

• 屋外でのテイクアウト喫茶や、地域まわり

は参考になりました 

• 自分に見えている子どもたちだけでなく、

高齢者や 30-40代にも目を向ける必要があ

ることがわかった。「弱い繋がり」も新しい

視点でした 

• 弱いつながり、をいかに創るか、というこ

とと、すぐりむんの活用、が地域支援のカ

ギになるなと学ぶことができた 

• 「ゆるやかにつながる」を再認識致しまし

た。アフターコロナはそこを目指したい！ 

• 拾えていない、見えていないところもある

という視点・意識を持つことは非常に重要

と感じた。やはり見えているところから考

えがちなため、拾えていない層はどこか？

という感覚を持ちたい 

• 強い繋がりよりはよわい繋がり、ゆっくり

とした関係、入りやすくて抜けやすい関

係、確かにそうだなと思いました 

• すぐりむんの考え方と取り組み、小さな繋

がりを作っていくこと、ポジデビ、学びが

社会の基盤である、介護サービスを繋げる 

• 繋がるだけでなく、地域のなかでの関わり

合いや地域での暮らし方に目を向けるこ

と、認知症発症しても支えられる地域づく

り、公民館の場の活用と情報の出し方、指

定管理だけでなく直営でもできること、学

童は家庭と学校の繋ぎ目 

• 「小さなつながり」から自治会加入率やつ

ながりを広げていくというアイデアがとて

も良いと思い、印象に残りました。強制的

に加入を迫るのではなく、趣味などのつな

がりから大きくすることがとても大切だと

共感しました。また、具志さんの「（コロナ

禍において）困っている人が余計見えなく

なっている」というお話も印象に残りまし

た。コロナ禍で、人とのつながりが更に希

薄化していく中で、自治会に参加する人を

増やしていくことが課題だと考えました。

また、高齢者の健康問題や認知症の問題と

もコロナ禍の外出自粛は深く関わっている

ことを知り、アフターコロナにおいても公

民館が核となり、高齢者の居場所つくり、

健康維持になることが重要だと考えました 

• 問題×問題＝すぐりむん 

• 課題の見える化と行動できるコミュニティ 

• 連携、協働の中で実感しながら共有しすす

めていくこと 

• 学びあい、認め合いながら社会教育を促す 

• Googleスライドの使い方、様々な属性の集

め方、配信の仕方(撮影機材) 
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＜板書記録＞ 
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＜サブセッション記録＞ 
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